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居住環境と村づくりのあり方に関する研究

一秋田県東成瀬村における全戸アンケート調査一

泉 澄佳・長谷川武司

RuralDevelopmentunderCOnsiderationoflocalresidents'Opinion,
ofTheirLivingEnvirOⅢnents

SumikalzuMI,TakeshiHAsEGAwA

(1999年11月30日受理）

Itisimportanttosolveproblemsofpopulationdecreaseandproductionfallinthecoldand

snowyareaofNortheasternJapan.Weproposedthatresidentsassumeresponsibilityforthe

region'sfuture,andforthelocalgovernmenttoconsiderapolicythatclearlyrecognizestheir

opinionsandhopes. Tothisend,aquestionnairesurveywasperformedatHigashinaruse

villageintheautumnofl998.Thisreportsummarizesthesurveyanddiscussesourproposals.

を報告し，居住環境の整備内容と村づくりへの展望

を考察する。

はじめに1 ．

1 ． 1 研究の目的

東北地方などにおける積雪寒冷地における農山村

では，恒常的に人口減少傾向にあり，多くの自治体

がその解決に取り組んでいる。その取り組み方とし

て，従来の行政主体の地域計画，施行に対する反省

から，住民の意見を取り入れた手法によるまちづく

り ・むらづくりが行われている。地域にすむ住民が

計画決定に責任を負い，地域づくりに重要な関わり

をもつという方法である。この方式の場合，地域住

民力笥居住地域の現状や将来についてどのような意識

を有するのか， もっともベーシックなところで自己

の住まいや周辺環境を通して抱いている考えを丁寧

に調べていく作業を必要としている。このような観

点から本研究では，積雪寒冷地における農山村の抱

える地理的条件をふまえた地域づくりのあり方， ま

た地域づくりの原点である住民の基本的生活空間の

安全性，快適性を重要視する。

本稿では， 1998年9～10月に実施したアンケート

調査結果より，住民の意識からみた居住環境の現状

1 ． 2 調査対象地の地域特性

調査対象地秋田県東成瀬村は県南東部に位置し，

村の中央を流れる成瀬川に沿って僅かな平地がある

ほかは山地となっており，県内有数の豪雪地帯とな

っている3)。

村内の地域を大字ごとに概説する。各地域の位置

は，隣町の増田町よりアプローチしたところから最

も手前にあるのは｢田子内｣， 田子内よりさらに東方

に向かって村の内部へ進み，成瀬川が大きく曲がる

ところに位置しているのは｢岩井川｣，岩井川より南

方の縦長に広がる地域が「椿川」である。

田子内には村役場村の先人の生活を紹介する民

具や農具の展示をしているふる里館仙人の里とし

ての象徴である仙人像などの施設があり，村の玄関，

中枢としての位置付けができる。田子内にある集落

内での世帯数は44～89であり,住宅間の距離は短く，

隣家と隣家が接するような状態で立地している。

岩井川には，宿泊施設， ジュネス栗駒スキー場な
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どのレジャー施設がある。 また，生涯学習活動の場

として中心的役割を果たす岩井川コミュニティセン

ターがある。北方に山内村，東方に岩手県胆沢町へ

と抜ける道路がある。集落内の世帯数は51～72であ

り，数件ずつ寄り集まって集落が形成されていると

ころが多い。

椿川には，大柳自然公園，須川湖周辺のレジャー

施設がある。成瀬川に沿って点在する住宅に対して

迫るような豊富な緑に囲まれた地域である。集落内

の世帯数は7～69であり，他の地域と比べて集落ご

との距離があり， また集落内においても隣家との距

離が離れているところがある。

表1 回答者の属性（人数）

1.性別

2.年齢

3.職業

2．調査概要

アンケート調査は秋田県東成瀬村全世帯主を対象

とした。調査時期は積雪前の9月から10月にかけて

設定し,配布は行政協力員によって1998年9月20日，

回収は直接訪問回収を1998年10月3～5日に行っ

た。回収日に回収できなかった分については後日郵

送回収とした。配布数894,回収数454,回収率は50.8

％である。

4勤務形態

5.職場

3．調査結果 3． 2 居住環境に関する結果

1） 住宅のメンテナンス，設備

居住環境に関する現状と村づくりへの展望に関わ

る設問項目について，次のようにみていく。

居住環境に関する現状については，寒冷地の生活

上欠かせない暖房・断熱措置などの寒さに対する設

備の設置状況やその他の住宅設備，住宅のメンテナ

ンスなどから，住宅内における居住環境の現状をみ

る。道路の安全性や公的施設の利用のしやすさなど

から，屋外空間における快適性の現状を探る。また，

消費生活,福祉，コミュニティなどの状況も含めて，

生活環境を全般的に概観していく。

村づくりへの展望についてかかわる項目として，

はじめに居住意識より村に居住する要因を探り，次

に村の施設に対する愛着や認知の様子から，住民が

関心を示すものなどをみていく。そして，活性化に

役立つことやそのために必要なこととして提案され

たことより村づくりに活かせる具体的な方向性を見

出していく。

基本的生活空間の中でもっとも身近な空間といえ

る住宅のメンテナンスを定期的に行えている家庭は

約半数近く （47％）ある。地域ごとの大きな差はみ

られない（図1）。

トイレ形態は,大半の家庭が汲み取り式である(78

％)。地域ごとにみると岩井川において，簡易水洗式

を設けている家庭が20%弱であり,他の地域に比べ，

若干ではあるが新しい設備のある住宅， あるいは住

宅そのものが新しいものが多いと予想される （図

2)。

寒さに対する設備について，年齢ごとの大きな差

はない。特徴の見られた次の点について述べる。

寒さに対する住宅設備と地域（大字）の関係につ

いて(表2)，給湯システムの設置状況はどの地域に

おいても台所，浴室に給湯システムを設置している

家庭が半数程度である。椿川においては他の地域に

比べ，洗面脱衣所の給湯システム設置率が10%弱低

い。

ストーブ類の設置率は，居間の設置率に田子内と

椿川で11％の差があるほかは，各部屋とも地域ごと

に大きく差がみられない。ストーブ類のなかでは，

3． 1 回答者の属性

表1に年齢,性別,職業,勤務形態,職場を示した。

平成12年2月

卓
ら
出
色
己9 女 無回答

384(84%） 53(12%） 17(4%）

20～29 30～39 40～49 50～59

3 24 100 99

60～69 70～79 80~ 無回答
117 81 14 16

農言
吟
竜 農卦畠と兼業 林業 漁 業

171 9 12 0

鉱業 工業 建設業 販売業
1 46 6 25

サービス業 事務職 医療関係 保安 弱係
13 23 1 6

主婦(無職） 主婦(パートタイマー） 無職
10 11 66

その他 無回答
2 52

自営；
ｐ
ｂ
Ｄ
■ 勤め人 家族従業者 その他

84 166 16 20

自営業， 勤め人 無回答
4 164

■
ｊ
ｇ

画
恥
日 内

■
４
．

画
胴 タ

■
ｊ
一
夕 寸内、タ

０
■
ｑ
・
’廃回答

213 93 3 145
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表2 寒さに対する住宅設備

設置率＝設備 OO

表3 家のメンテナンスと住宅設備の関係
不明(74人）

椿川(94人）

岩井川(94人）

田子内(192人）

全地域(454人）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 1“％

□はい国いいえ囹無回答

図1 家の修理や掃除などの手入れは定期的に行えて

いますか

不明(74人）

椿川(94人）

岩井川(94人）

田子内(192人）

全地域(454人）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

口簡易水洗トイレ国汲み取り式鬮無回答

図2 トイレ形態

秋田高専研究ボ

部屋 対策(設備･器具)名 設置率(％） 田子内 岩井川
ｄ

ｊ

Ｄ春川

ﾄイレ 暖房便座

床暖房

22％

1％

21％

1％

20％

1％

16％

0％

洗面脱衣所 給湯システム
床暖房

45％

3％

46％

2％

47％

2％

38％

2％

浴宰 給湯システム

床暖房
複層ガラス

57％

5％

19％

57％

5％

21％

56％

5％

18％

50％

2％

14％

台所

主寝室

給湯システム

床暖房
ホットカーペット

足元温風レーダー
ストーブ類

布団乾燥機
電気毛布

ホットカーペット

5 ﾐ暖房
ストーブ類

55％

3％

8％

1％

74％

31％

44％

7％

2％

57％

55％

5％

10％

2％

73％

35％

47％

8％

1％

56％

55％

2％

7％

2％

68％

37％

33％

6％

2％

53％

46％

2％

9％

0％

76％

18％

40％

4％

1％

55％

居間

屋根･天井

こたつ

床暖房
ストーブ類

断熱材

24％

17％

39％

20％

27％

23％

44％

18％

12％

13％

32％

26％

32％

13％

33％

17％

壁 断熱材
複層ガラス

24％

16％

23％

16％

27％

20％

19％

9％

床下 断熱材 11％ 13％ 11％ 9％

｡ 86.~3

甸 酢 ①印弔 P Z]:46．′ ･I§:蕊:蕊認承識I巷丑霧蕊霧蕊:蕊::：

設置世帯数

家の修理や掃除など
の手入れを定期的に
行えているか

部屋 対策(設備･器具)名 はい いいえ

ﾄイレ 冊
5

島房便座

ﾐ暖房

53

3

39

1

洗面脱衣所 粥
5

奇湯システム

ﾐ暖房

109

8

83

4

浴宰 *
E

苛湯システム

ﾐ暖房
E層ガラス

133

12

53

109

7

27

台所 給湯システム
床暖房
犀元潟風ヒーター

ストーブ謡
ﾄ

137

7

5

174

96

8

0

144

主寝室
■
４
つ 団乾燥！幾

篭 気毛布
床暖房
ストーブ類

85

103

7

137

61

88

2

107

居間 末暖房

ストーブ類

48

187

28

157

屋根･天井 断熱
■■■

ソ
q

56 31

壁 断熱ン
複層3

■■■

ソ

ララス

69

45

35

22

床下 断熱材 33 17
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薪ストーブの設置率が高いのは,椿川であI) (台所：

田子内5％岩井川16%椿川26%,主寝室：田子内2

％岩井川4％椿川7％，居間：田子内10%岩井川21

％椿川29％） この地域においては古い住宅のある割

合が高いとみられる （表2）。

寒さに対する住宅設備の状況とメンテナンスとの

関係については，掃除や修繕などの住宅のメンテナ

ンスカ:定期的に行えている家庭は， そうでない家庭

と比較して，寒さに対する住宅設備の設置率が高い

傾向がある。 （表3）床暖房や断熱材，複層ガラスな

ど建築時， あるいは改築時に設置するものについて

割合が高く ， また，寝室における寝具の暖房器具で

ある布目|乾燥機や電気毛布等の割合も高くなってい

る。

□はい

国いいえ

図無回答

65％

子どもや老人でも車に脅かされず道を歩けますか

（全地域： 454人）

図3

不明(74人）

椿川(94人）

岩井川(94人）

田子内(192人）

全地域(454人）

2） 住宅外における生活空間について

道路の安全性について，子どもや老人でも車に脅

かされず道を歩けると思う人は15%であl), 65%の

人が危険だと感じているようである （図3)。

センターや集会所の利用のしやすさについては，

村全体では半数以上が使いやすいと感じている （図

4）｡運動施設の利用に関しても利用しにくいと感じ

る人の割合が少ない(図5）。なかでも， コミュニテ

ィセンターが存在する岩井川では利川しやすいとl' ' l

答した人の割合が高い。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

|□はい回どちらでもない図いいえ園無回答’

図4 村のセンターや集会所などが自由に使える

言
聖華

不明(74人）

椿川(94人）

岩井川(94人）
3） 消 費

生活に必要な食品や衣類を購入するため生活に必

要不可欠な施設として店があるが, lil宅近くに品揃

えの豊富な店があるかとの問いにはいいえと回答し

た人が66％である(図6)。村内には大型小売店はな

く雑貨や食料品を扱う小規模小売店，農作物の無人

販売所が点在するほか，農協が運ぶ販売車があるの

みで，物を購入する上では不便な状況である。

田子内(192人）

全地域(454人）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

|□はい回どちらでもない囲いいえ図無回答｜

図5 公園や運動施設， グランドなどが利用しやすい

4） 福 祉

福祉サービスについて， ホームヘルパーなどのサ

ービスを受けやすいと感じている人は（図7）年齢

80歳以上の人の中には半数いるが，全体的には， ど

ちらでもないとする人が多い(37％)。 65歳以上の人

口千人当たりのホームヘルパー数は, 13.87人と県内

順位が3位であり （全国5.56人)‘)，特に利用してい

る年齢層においてこの結果が反映されていると思わ

れる。障害者や高齢者に対する福祉サービスが充実

しているかという問いにも， どちらでもないとする

人が多く （42％)，福祉サービス全般について，利用

不明(74人）

椿川(94人）

岩井川(94人）

田子内(192人）

全地域(454人）

｜
I

I I

0% 20% 40% 60% 80% 100%

|□はい画どちらでもない国いいえ国無回答’

図6 品揃えの豊富な店が近くにありますか

平成12年2月
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口はい

回どちらでもない

図いいえ

田無回答

口はい

回どちらでもない

園いいえ

囹無回答
1

0％31

〈する運動ができホームヘルパーなどのサービスが受けやすいで 図8 自分の住んでいる地域,村をよ

すか（全地域：454人） る機会がある（全地域： 454人）

図7

93碗泉ヶ原

ツンドラ地帯

栗駒山荘(須11躍泉）

須11脚千Tンブ咀

赤滝

長倉奴明

大榔沼自然公■

ぱよよんの森オートキヤンブ頃

マウンテンバイク

バラグライダー

グレスデンランド

ジュネス栗駒スキー唱

揚沢枚唱

天正の沌

いずくら

手倉城鴎

御番所鴎

矢ひつ城鴎

屡村公囲

笛泉寺

ふるさと庇

仙人像

永伝寺

田子内城跡

天神社

ほたるの里公国

、不助滝

251

画416

95

1409

空42

357

348

213

7

2

1403

89

369

150

199

画219

296

27

国408

画414

国416

397

22

355

画370

412

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

図9 知っている施設（全地域：454人）

艇泉ヶ厚

ツンドラ地帯

栗駒山荘(須川温泉）

鋼11脚キャンプ鋼

赤滝

長倉枚唱

大榔沼自然公囲

ぼよよんの森オートキャンブ堀

マワンテンハイク

バラグライダー

グレステンランド

ジュネス栗駒スキー堪

榔沢枚墳

天正の滝

いずくら

手倉城磨

御番所跡

矢ひつ城跡

昼村公四

函泉寺

ふるさと陣

仙人倣

氷伝寺

田子内城跡

天神社

ほたるの里公団

不助滝

繭字1,

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

図10好きな施設（全地域：454人）
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しにくいとの切迫した状況ではないが，満足できる

状況でもない様子がうかがえる。

雪を利用したもの

自然学習キャンプ，星座学習など

自然環境を利用したもの

特産品市，田植えツアー等農業を

基盤としたもの

山菜採り，山菜加工・販売

生活の安定，向上に関わるもの

何も要らない，現存の施設利用

その他のアイデア

56人

72人

5） コミュニティ

コミュニティに関わる施設の利用に関しては，利

用しやすい状況にあるが，村をよくする活動などが

行われることや行事などへの参加に対する積極性は

乏しいようである （図8)。
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3． 3 村づくりに対する展望

1） 居住意識について

村で生活する理由は， 「家があるから(270人)」と

いう家産的理由が最も多く，ついで｢故郷だから(160

人)」 「静かなところだから（27人)」などの地域選択

的理由が多い。 また，前述の理由を示す人数とは大

きく差があるが， 「仕事があるから （54人)」という

職業的理由， 「自然豊かな環境が好きだから(42人)」

「村が好きだから，誇りがあるから（24人)」という

愛着的理由， 「昔からの知人がいて安心できる （33

人)」とう社会関係的理由を示す人もいる。 「福祉サ

ービスが充実しているから （8人)」 「子育てにはよ

い環境だから(14人)」生活環境的理由や「楽しいイ

ベントに参加できるから （2人)」「スキー場やキャ

ンプ場など遊べるところがあるから（3人)」などレ

ジャー的理由は，本調査の結果によると少ない。そ

の他「ほかに行くところがないから」というマイナ

ス要因を示す人は24人いるが，全体的には積極的に

東成瀬村を選んだという要素は薄いものの，故郷に

愛着を感じ，ふる里であるからという理由が居住意

識のなかに存在する。

具体的な記述内容から「四季を通し自然を多くの

人たちに知ってもらいたい｣｢村の自然をそのままに

しておく」など自然環境に対して，愛着と村の財産

的意識を持つ人がいることがわかる。 また，村の主

要産業である農業を念頭に置いた意見や，現在の施

設の利用など現状を利用して安定へ向かわせるよう

な現実性を重視した意見も示された。これらのこと

から，活性化に役立つことを積極的に示した人の中

には，村の財産としては「自然」があり，基本的生

活の運営が大切だと意識している人が存在すること

がわかる。

4 考 察

今回のアンケートでは比較的単純な問にも，無回

答とする人があり回収率も51％弱にとどまった。こ

れは調査内容の分量が大きいこと，留め置き方式に

したため調査の趣旨が十分浸透できなかったことに

よるのかもしれない。 しかし，訪問回収時に在宅し

ていた住民の対応には積極性があり，村の活性化に

大きな期待をよせていることが感じられるものであ

った。以下はアンケート結果及び回収時に行われた

住民との対話から得られた幾つかの課題と村づくり

への展望について考察する。

2） 村の施設に対する認知，愛着について

村の施設や資源などに関する認知度と愛着度につ

いて次のような結果となった（図9， 10)。

村の施設は全般的によく知られているが，御番所

跡，城跡などの史跡に対する認知度が低い。

好きな施設としてあげられたなかでは， スキー場

や須川温泉，大柳沼自然公園など村当局が積極的に

宣伝しているものを選んだ人が多い。ほたるの里公

園，不動滝，天正の滝など親水空間も好まれている

ようである。

4． 1 生活空間における整備課題

1） 住宅内における整備課題

水回りの給湯システムの設置状況について，地域

全体的に，約半数の家庭で設置されているが，設置

されていない家庭も半数程度あると思われ，洗面脱

衣所における床暖房や他の暖房設備は乏し〈 （設置

率5％以下),寒冷地における生活行為に負担がある

ものと推察できる。また，家のメンテナンスを定期

的に行えている家庭については住宅設備がよく整え

られる傾向にあり，特に建築時に整備しておかねば

設置に工夫を要する断熱材や床暖房，複層ガラスの

3） 村の活性化に役立つこと

村の活性化に役立つこととして提案された意見を

分類すると以下のようになった。
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る。また日常的に情報を得るために， あるいは相談

窓口などに村役場が利用されることから，村づくり

への方向付けにおいて村役場の果たす役割は大きい

と予想される。住民の意見には， 「住民意欲へのリー

ダーシップ」「まとまり」 「村民教育」など，活動を

する上で原動力となるものやそれを導くものに対す

る意見がある。住民の意見を導き出して活動を行う

上では， リーダーを育成し，グループワークなどを

通した住民意識の顕在化と認識付けなどの方法が有

効であろう。

また， この方法の基本には日常的な住民同士の関

わりが不可欠であり，地域コミュニティがいかに醸

成されているかということが重要な点となるであろ

う。

具体的な村づくりの要素としては自然環境を保護

して活かしていくことや農業を基盤としたことなど

が，住民の意識から導き出せる。

設置については定期的にメンテナンスを行えていな

い家庭と比較し，約2倍ほどの差がある。

住宅内事故を防止し，快適な生活環境を創造する

目的から，住宅内における断熱・暖房措置を施すこ

とが重要である。

2） 屋外空間における整備課題

道路空間については歩行者にとって危険だと感じ

られているようである。現地視察からも，道路幅に

対して大きな車やスピードを出して走行する車がよ

く見られ，交通手段として歩行を主とする高齢者や

弱年者にとっては， この様子は脅威を感じるものと

なり得る。 また，冬季には雪による行動阻害要因が

あり，除雪の徹底を行って歩行空間を確保し，道路

幅の狭いところにおいては，車の走行速度を遅くす

るような措置をとるなどの工夫が必要である。

村内での生活を基本的生活とする住民にとって

は，安心して，あるいは快適に生活をおくるという

意味から，住宅内の環境整備を行うことは然る事な

がら，身近な外部空間にも安心して行動できる環境

力:整備されるべきである。具体的には，道路空間の

整備に始まり，買い物がし易く，近隣の人とほどよ

い関係で接することのできるコミュニティが存在で

きるような環境作りである。現在のところ， コミュ

ニティセンターなどの利用はしやすいけれども，そ

こに行くまでのルートに問題があり，明確な目的が

無くても立ち寄れて居易いような公的な場が存在し

ないようである。 日常生活において快適と感じる環

境や， ある程度自分や他人がいかに行動するかにつ

いて予測できる社会を求めることは普遍的なニーズ

であり5),快適な行動域を創造し，コミュニティを形

成するために現在の物理的環境を改善することが求

められる。
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4．2 村づくりへの展望

村の施設に対する認知度より，村役場から発信さ

れる情報を住民は敏感に受け止めているようであ
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